
(57)【要約】

【課題】　連通弁を合流位置に切り換えて第１回路系統

または第２回路系統に設けた所定の切換弁に第３ポンプ

の吐出油を合流させるときに、第３回路系統の切換弁を

切り換えたとしても、上記所定の切換弁が必要とする流

量を供給することができる油圧制御装置を提供すること

である。

【解決手段】　連通弁Ｖは、第３ポンプＰ３と中立流路

１５およびパラレル通路１６とを連通させるノーマル位

置と、第３ポンプを中立流路１５およびパラレル通路１

６に連通させ、かつ第１回路系統または第２回路系統に

設けた所定の切換弁に第３ポンプＰ３の吐出油を合流さ

せる合流位置Ｖ１と、第３ポンプＰ３をパラレル通路１

６および第１、第２回路系統の第１、第２走行切換弁１

，６以外の切換弁に連通させる走行直進位置Ｖ２とに切

り換え可能にした点に特徴を有する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ ～ 第 ３ ポ ン プ を 備 え 、 第 １ ポ ン プ に 接 続 し た 第 １ 回 路 系 統 に は 、 左 右 い ず れ か 一 方
の 走 行 モ ー タ を 制 御 す る 第 １ 走 行 切 換 弁 を そ の 最 上 流 に 設 け る と と も に 、 上 記 一 方 の 走 行
モ ー タ の 下 流 に 一 方 の 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ を 制 御 す る た め の １ ま た は 複 数 の
切 換 弁 を 設 け 、 第 ２ ポ ン プ に 接 続 し た 第 ２ 回 路 系 統 に は 、 左 右 い ず れ か 他 方 の 走 行 モ ー タ
を 制 御 す る 第 ２ 走 行 切 換 弁 を そ の 最 上 流 に 設 け る と と も に 、 上 記 他 方 の 走 行 モ ー タ の 下 流
に 他 方 の 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ を 制 御 す る た め の １ ま た は 複 数 の 切 換 弁 を 設 け
、 第 ３ ポ ン プ に 接 続 し た 第 ３ 回 路 系 統 に は 、 上 記 両 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ を 制
御 す る た め の １ ま た は 複 数 の 切 換 弁 を 設 け る 一 方 、 こ の 第 ３ 回 路 系 統 の 最 上 流 に 連 通 弁 を
接 続 し 、 こ の 連 通 弁 を 切 り 換 え る た め の パ イ ロ ッ ト 圧 を 導 く パ イ ロ ッ ト 通 路 を 、 中 立 位 置
に あ る 上 記 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 を 介 し て タ ン ク に 連 通 さ せ る 一 方 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 走
行 切 換 弁 と 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 回 路 系 統 に 設 け た 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 以 外 の 切 換 弁 の う ち
少 な く と も い ず れ か 一 つ と を 切 り 換 え た と き 、 パ イ ロ ッ ト 通 路 と タ ン ク と の 連 通 を 遮 断 し
て パ イ ロ ッ ト 圧 を 発 生 す る 構 成 に し 、 し か も 、 上 記 連 通 弁 は 、 第 ３ ポ ン プ と 中 立 流 路 お よ
び パ ラ レ ル 通 路 と を 連 通 さ せ る ノ ー マ ル 位 置 と 、 第 ３ ポ ン プ を 中 立 流 路 お よ び パ ラ レ ル 通
路 に 連 通 さ せ 、 か つ 第 １ 回 路 系 統 ま た は 第 ２ 回 路 系 統 に 設 け た 所 定 の 切 換 弁 に 第 ３ ポ ン プ
の 吐 出 油 を 合 流 さ せ る 合 流 位 置 と 、 第 ３ ポ ン プ を パ ラ レ ル 通 路 お よ び 第 １ 、 第 ２ 回 路 系 統
の 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 以 外 の 切 換 弁 に 連 通 さ せ る 走 行 直 進 位 置 と に 切 り 換 え 可 能 に し た
油 圧 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ３ ポ ン プ に 第 １ ～ 第 ３ 回 路 系 統 を 接 続 す る と と も に 、 第 ３ 回 路 系
統 に 合 流 機 能 を 有 す る 連 通 弁 を 設 け た 油 圧 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 第 ３ 回 路 系 統 に 合 流 機 能 を 有 す る 連 通 弁 を 設 け た 油 圧 制 御 装 置 と し て 、 図 ６ に 示 す 装 置
が 知 ら れ て い る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ ポ ン プ ｐ １ に 接 続 し た 第 １ 回 路 系 統 に は 、 そ の 最 上 流 に 左 走 行
モ ー タ を 接 続 し た 第 １ 走 行 切 換 弁 １ ０ １ を 設 け る と と も に 、 こ の 第 １ 走 行 切 換 弁 １ ０ １ の
下 流 に は 、 左 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ を 接 続 し た 切 換 弁 １ ０ ２ ， １ ０ ３ を 設 け て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 上 記 各 切 換 弁 １ ０ １ と １ ０ ２ ， １ ０ ３ と は 、 第 １ 中 立 流 路 １ ０ ４ を 介 し て タ ン
デ ム に 接 続 さ れ る と と も に 、 切 換 弁 １ ０ ２ と １ ０ ３ と は 、 第 １ パ ラ レ ル 通 路 １ ０ ５ を 介 し
て パ ラ レ ル に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 上 流 側 の 第 １ 走 行 切 換 弁 １ ０ １ を 切 り 換 え る
と 、 こ の 第 １ 走 行 切 換 弁 １ ０ １ よ り も 下 流 側 の 切 換 弁 １ ０ ２ ， １ ０ ３ に は 第 １ ポ ン プ ｐ １
の 吐 出 油 が 供 給 さ れ な く な る 。
　 な お 、 各 切 換 弁 １ ０ １ ～ １ ０ ３ が す べ て 図 示 の 中 立 位 置 を 保 っ て い る と き に は 、 第 １ 中
立 流 路 １ ０ ４ が タ ン ク ｔ に 連 通 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 第 ２ ポ ン プ ｐ ２ に 接 続 し た 第 ２ 回 路 系 統 に は 、 そ の 最 上 流 に 右 走 行 モ ー タ を 接 続
し た 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ０ ６ を 設 け る と と も に 、 こ の 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ０ ６ の 下 流 に は 、 右
走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ を 接 続 し た 切 換 弁 １ ０ ７ ， １ ０ ８ を 設 け て い る 。 そ し て
、 上 記 各 切 換 弁 １ ０ ６ と １ ０ ７ ， １ ０ ８ と は 、 第 ２ 中 立 流 路 １ ０ ９ を 介 し て タ ン デ ム に 接
続 さ れ る と と も に 、 切 換 弁 １ ０ ７ と １ ０ ８ と は 、 第 ２ パ ラ レ ル 通 路 １ １ ０ を 介 し て パ ラ レ
ル に も 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 上 流 側 の 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ０ ６ を 切 り 換 え る と 、 こ
の 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ０ ６ よ り も 下 流 側 の 切 換 弁 １ ０ ７ ， １ ０ ８ に は 第 ２ ポ ン プ ｐ ２ の 吐 出
油 が 供 給 さ れ な く な る 。
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　 な お 、 各 切 換 弁 １ ０ ６ ～ １ ０ ８ が す べ て 図 示 の 中 立 位 置 を 保 っ て い る と き に は 、 第 ２ 中
立 流 路 １ ０ ９ が タ ン ク 通 路 １ １ １ を 介 し て タ ン ク ｔ に 連 通 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ に 接 続 し た 第 ３ 回 路 系 統 に は 、 上 記 両 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ
ュ エ ー タ と 接 続 す る 切 換 弁 １ １ ２ ～ １ １ ４ を 設 け る と と も に 、 そ の 最 下 流 に 連 通 弁 ｖ を 設
け て い る 。
　 上 記 切 換 弁 １ １ ２ ～ １ １ ４ は 第 ３ 中 立 流 路 １ １ ５ を 介 し て 接 続 さ れ る と と も に 、 パ ラ レ
ル 通 路 １ １ ６ を 介 し て パ ラ レ ル に も 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 第 ３ 回 路 系 統 の 第 ３ 中
立 流 路 １ １ ５ と 第 ２ 回 路 系 統 の 第 ２ 中 立 流 路 １ ０ ９ と は 、 連 通 弁 ｖ を 介 し て タ ン ク ｔ に 連
通 し て い る 。 こ の 連 通 弁 ｖ を 具 体 的 に 示 し た の が 図 ７ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 バ ル ブ 本 体 ｂ に 、 第 ３ 回 路 系 統 の 第 ３ 中 立 流 路 １ １ ５ に 連 通 す る 連
通 路 １ １ ７ を 形 成 し て い る が 、 こ の 連 通 路 １ １ ７ を 二 つ に 分 岐 し て 分 岐 路 １ １ ７ ａ ， １ １
７ ｂ と し て い る 。 ま た 、 上 記 バ ル ブ 本 体 ｂ に は 、 第 １ 回 路 系 統 の 第 １ パ ラ レ ル 通 路 １ ０ ５
に 連 通 す る 第 １ 連 通 ポ ー ト １ １ ８ と 、 第 ２ 回 路 系 統 の 第 ２ パ ラ レ ル 通 路 １ １ ０ に 連 通 す る
第 ２ 連 通 ポ ー ト １ １ ９ と を 形 成 し て い る 。 さ ら に 、 こ の 第 ２ 連 通 ポ ー ト １ １ ９ と 分 岐 路 １
１ ７ ｂ と の 間 に は 、 第 ２ 回 路 系 統 の 第 ２ 中 立 流 路 １ ０ ９ と 連 通 す る 第 ３ 連 通 ポ ー ト １ ２ ０
を 形 成 し て い る 。 な お 、 図 中 符 号 １ ２ １ は タ ン ク 通 路 １ １ １ に 連 通 す る タ ン ク ポ ー ト で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う に し た バ ル ブ 本 体 ｂ に は 、 ス プ ー ル １ ２ ２ を 組 み 込 ん で い る が 、 こ の ス プ ー
ル １ ２ ２ の 一 端 を 一 方 の パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ３ に 臨 ま せ 、 他 端 側 に は セ ン タ ス プ リ ン グ １ ２
４ を 組 み 付 け て い る 。 ま た 、 ス プ ー ル １ ２ ２ の 他 端 外 方 に は 、 パ イ ロ ッ ト ピ ス ト ン １ ２ ５
を 摺 動 自 在 に 設 け 、 こ の パ イ ロ ッ ト ピ ス ト ン １ ２ ５ を 他 方 の パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ６ に 臨 ま せ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 両 パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ３ ， １ ２ ６ に パ イ ロ ッ ト 圧 が 作 用 し て い な い と き に は
、 セ ン タ リ ン グ ス プ リ ン グ １ ２ ４ の 作 用 で 、 ス プ ー ル １ ２ ２ が 図 示 の 中 立 位 置 を 保 つ 。 こ
の ス プ ー ル １ ２ ２ が 中 立 位 置 に あ る と 、 第 ３ 連 通 ポ ー ト １ ２ ０ が 連 通 路 １ １ ７ を 介 し て タ
ン ク ポ ー ト １ ２ １ に 連 通 す る 。 ま た 、 第 １ 連 通 ポ ー ト １ １ ８ お よ び 第 ２ 連 通 ポ ー ト １ １ ９
の そ れ ぞ れ は 閉 じ た 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 一 方 の パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ３ に パ イ ロ ッ ト 圧 が 作 用 す る と 、 ス プ ー ル １ ２ ２ は セ
ン タ リ ン グ ス プ リ ン グ １ ２ ４ の バ ネ 力 に 抗 し て 図 ７ の 左 方 向 に 移 動 す る 。 す な わ ち 、 図 ６
に お い て は 連 通 弁 ｖ が 左 側 位 置 で あ る 走 行 直 進 位 置 に 切 り 換 わ る こ と に な る 。 こ の よ う に
ス プ ー ル １ ２ ２ が 左 方 向 に 移 動 す る と 、 連 通 路 １ １ ７ と 第 １ 、 第 ２ 連 通 ポ ー ト １ １ ８ ， １
１ ９ と が 連 通 す る 。 し た が っ て 、 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ の 吐 出 油 は 、 第 １ 、 第 ２ 回 路 系 統 の 第 １
、 第 ２ パ ラ レ ル 通 路 １ ０ ５ ， １ １ ０ に 供 給 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 他 方 の パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ６ に パ イ ロ ッ ト 圧 が 作 用 す る と 、 パ イ ロ ッ ト ピ ス ト ン １
２ ５ を 介 し て ス プ ー ル １ ２ ２ が 図 ７ の 右 方 向 に 切 り 換 わ る 。 す な わ ち 、 図 ６ に お い て は 連
通 弁 ｖ が 右 側 位 置 で あ る 合 流 位 置 に 切 り 換 わ る 。 こ の よ う に ス プ ー ル １ ２ ２ が 右 方 向 に 移
動 す る と 、 連 通 路 １ １ ７ の 分 岐 路 １ １ ７ ｂ と 第 ３ 連 通 ポ ー ト １ ２ ０ と の 連 通 開 度 が 絞 ら れ
る と と も に 、 分 岐 路 １ １ ７ ｂ と 第 １ 連 通 ポ ー ト １ １ ８ と が 連 通 す る 。 こ の 状 態 で 、 切 換 弁
１ ０ ２ を 切 り 換 え る と 、 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ の 吐 出 油 は 、 第 １ パ ラ レ ル 通 路 １ ０ ５ を 介 し て 器
切 換 弁 １ ０ ５ に 合 流 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 上 記 連 通 弁 ｖ の 一 方 の パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ３ に は 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 １ ２ ７ を
連 通 し て い る 。 こ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 １ ２ ７ は 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 通 路 １ ２ ８ と 第 ３ パ イ
ロ ッ ト 通 路 １ ２ ９ と に 分 岐 し て い る 。
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　 上 記 第 ２ パ イ ロ ッ ト 通 路 １ ２ ８ は 、 両 走 行 モ ー タ を 制 御 す る 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ０
１ ， １ ０ ６ が 図 ６ に 示 す 中 立 位 置 に あ る と き 、 タ ン ク 通 路 １ １ １ に 連 通 す る よ う に し て い
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 第 ３ パ イ ロ ッ ト 通 路 １ ２ ９ は 、 切 換 弁 １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ７ ， １ ０ ８ の す
べ て が 中 立 位 置 に あ る と き の み 、 タ ン ク 通 路 １ １ １ に 連 通 す る よ う に し て い る 。 し た が っ
て 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ０ １ ， １ ０ ６ と 、 切 換 弁 １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ７ ， １ ０
８ の い ず れ か を 同 時 に 切 り 換 え る と 、 連 通 弁 ｖ の 一 方 の パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ３ に パ イ ロ ッ ト
圧 が 発 生 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 構 成 に し た 従 来 の 油 圧 制 御 装 置 に お い て 、 両 走 行 モ ー タ を 制 御 す る 第 １ 、 第 ２ 走 行
切 換 弁 １ ０ １ ， １ ０ ６ を 切 り 換 え る と 、 第 １ ポ ン プ ｐ １ の 吐 出 油 は 左 走 行 モ ー タ に 供 給 さ
れ 、 第 ２ ポ ン プ ｐ ２ の 吐 出 油 は 右 走 行 モ ー タ に 供 給 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 状 態 で は 、
第 １ 、 第 ２ ポ ン プ ｐ １ ， ｐ ２ の 回 転 数 を 同 じ に す る こ と に よ っ て 直 進 性 が 維 持 さ れ る こ と
に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 状 態 で 、 切 換 弁 １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ７ ， １ ０ ８ の い ず れ か を 切 り 換 え る と 、 第
２ 、 第 ３ パ イ ロ ッ ト 通 路 １ ２ ８ ， １ ２ ９ は 、 そ れ ぞ れ タ ン ク 通 路 １ １ １ と の 連 通 が 遮 断 さ
れ る の で 、 連 通 弁 ｖ の 一 方 の パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ３ に パ イ ロ ッ ト 圧 が 発 生 す る 。 こ の 一 方 の
パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ３ に 発 生 し た パ イ ロ ッ ト 圧 の 作 用 で 、 連 通 弁 ｖ が 図 ６ の 左 側 位 置 で あ る
走 行 直 進 位 置 に 切 り 換 わ る と 、 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ と 第 １ 、 第 ２ パ ラ レ ル 通 路 １ ０ ５ ， １ １ ０
と が 連 通 す る 。 し た が っ て 、 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ の 吐 出 油 が 、 第 １ 、 第 ２ パ ラ レ ル 通 路 １ ０ ５
， １ １ ０ を 介 し て 、 そ れ ら 第 １ 、 第 ２ パ ラ レ ル 通 路 １ ０ ５ ， １ １ ０ に 接 続 さ れ た 切 換 弁 １
０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ７ ， １ ０ ８ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 上 記 状 態 で は 、 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ０ １ ， １ ０ ６ が 切 り 換 わ っ て い る の で
、 第 １ 、 第 ２ ポ ン プ ｐ １ ， ｐ ２ と 、 各 切 換 弁 １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ７ ， １ ０ ８ と が 連 通 す
る こ と が な い 。 し た が っ て 、 各 切 換 弁 １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ７ ， １ ０ ８ の 負 荷 に よ っ て 、
走 行 モ ー タ の 直 進 性 が 損 な わ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 連 通 弁 ｖ の 他 方 の パ イ ロ ッ ト 室 １ ２ ６ に パ イ ロ ッ ト 圧 が 作 用 す る と 、 連 通 弁
ｖ が 右 側 位 置 で あ る 合 流 位 置 に 切 り 換 わ る 。 連 通 弁 ｖ が 合 流 位 置 に 切 り 換 わ っ た 状 態 で 、
第 ２ 回 路 系 統 の 切 換 弁 １ ０ ８ を 切 り 換 え る と 、 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ の 吐 出 油 が 第 ２ 回 路 系 統 の
切 換 弁 １ ０ ８ に 合 流 す る こ と に な る 。
　 こ の よ う に 、 上 記 従 来 の 油 圧 制 御 装 置 で は 、 連 通 弁 ｖ を 切 り 換 え る こ と に よ っ て 、 直 進
走 行 制 御 と 合 流 制 御 と を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 上 記 従 来 の 油 圧 制 御 装 置 は 、 図 ８ に 示 す よ う な 外 観 構 造 を し て い る 。
　 す な わ ち 、 図 中 最 上 部 に 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ と 接 続 す る 第 ３ ポ ン プ セ ク シ ョ ン ｓ １ を 設 け る
と と も に 、 こ の 第 ３ ポ ン プ セ ク シ ョ ン ｓ １ か ら 下 方 に 向 か っ て 、 第 ３ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁
１ １ ２ ， １ １ ３ ， １ １ ４ お よ び 連 通 弁 ｖ を 設 け て い る 。 ま た 、 こ の 連 通 弁 ｖ か ら 下 方 に 向
か っ て 、 第 ２ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁 １ ０ ８ ， １ ０ ７ ， １ ０ ６ を 設 け て い る 。 さ ら に 、 第 ２ 走
行 切 換 弁 １ ０ ６ の 下 方 に は 、 第 １ 、 第 ２ ポ ン プ ｐ １ ， ｐ ２ を 接 続 す る 第 １ 、 第 ２ ポ ン プ セ
ク シ ョ ン ｓ ２ を 設 け る と と も に 、 こ の 第 １ 、 第 ２ ポ ン プ セ ク シ ョ ン ｓ ２ か ら 下 方 に 向 か っ
て 、 第 １ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁 １ ０ １ ， １ ０ ２ ， １ ０ ３ を 設 け て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ １ ９ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 従 来 の 装 置 で は 、 連 通 弁 ｖ を 第 ３ 回 路 系 統 の 最 下 流 に 設 け て い る の で 、 こ の 連 通 弁
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ｖ を 合 流 位 置 に 切 り 換 え た と き 、 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ か ら 第 ２ 回 路 系 統 の 切 換 弁 １ ０ ２ に 供 給
さ れ る 吐 出 油 は 、 第 ３ パ ラ レ ル 通 路 １ ６ を 介 し て 第 ３ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁 １ １ ２ ～ １ １ ４
に 供 給 さ れ た あ と の 余 剰 油 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の た め 、 連 通 弁 ｖ を 合 流 位 置 に 切 り 換 え て 上 記 切 換 弁 １ ０ ２ に 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ の 吐 出
油 を 合 流 さ せ る と き に 、 第 ３ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁 １ １ ２ ～ １ １ ４ の う ち 一 つ で も 切 り 換 わ
っ て い る と 、 切 換 弁 １ ０ ２ に 供 給 さ れ る 吐 出 油 の 流 量 は 減 少 し て し ま う 。 特 に 、 上 記 各 切
換 弁 １ １ ２ ～ １ １ ４ の す べ て が 切 り 換 わ っ て い る と 、 切 換 弁 １ ０ ２ に 供 給 さ れ る 吐 出 油 は
非 常 に 少 な く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 例 え ば 、 第 ３ 回 路 系 統 の 切 換 弁 １ １ ２ ～ １ １ ４ と 接 続 す る ア ク チ ュ エ ー タ と 、 切 換 弁 １
０ ２ に 接 続 す る ア ク チ ュ エ ー タ と を 同 時 に 作 動 さ せ る と す る 。 こ の よ う な 場 合 、 上 記 の よ
う に 切 換 弁 １ ０ ２ に 供 給 さ れ る 吐 出 油 が 少 な い と 、 切 換 弁 １ ０ ２ に 接 続 す る ア ク チ ュ エ ー
タ は 、 切 換 弁 １ ０ ２ の 開 度 に 見 合 っ た 作 動 速 度 を 得 る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た
。
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 連 通 弁 を 合 流 位 置 に 切 り 換 え て 第 １ 回 路 系 統 ま た は 第 ２ 回 路 系 統 に
設 け た 所 定 の 切 換 弁 に 第 ３ ポ ン プ の 吐 出 油 を 合 流 さ せ る と き に 、 第 ３ 回 路 系 統 の 切 換 弁 を
切 り 換 え た と し て も 、 上 記 所 定 の 切 換 弁 が 必 要 と す る 流 量 を 供 給 す る こ と が で き る 油 圧 制
御 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ３ ポ ン プ を 備 え 、 第 １ ポ ン プ に 接 続 し た 第 １ 回 路 系 統 に は 、 左 右
い ず れ か 一 方 の 走 行 モ ー タ を 制 御 す る 第 １ 走 行 切 換 弁 を そ の 最 上 流 に 設 け る と と も に 、 上
記 一 方 の 走 行 モ ー タ の 下 流 に 一 方 の 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ を 制 御 す る た め の １
ま た は 複 数 の 切 換 弁 を 設 け 、 第 ２ ポ ン プ に 接 続 し た 第 ２ 回 路 系 統 に は 、 左 右 い ず れ か 他 方
の 走 行 モ ー タ を 制 御 す る 第 ２ 走 行 切 換 弁 そ の 最 上 流 に 設 け る と と も に 、 上 記 他 方 の 走 行 モ
ー タ の 下 流 に 他 方 の 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ を 制 御 す る た め の １ ま た は 複 数 の 切
換 弁 を 設 け 、 第 ３ ポ ン プ に 接 続 し た 第 ３ 回 路 系 統 に は 、 上 記 両 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ
エ ー タ を 制 御 す る た め の １ ま た は 複 数 の 切 換 弁 を 設 け る 一 方 、 こ の 第 ３ 回 路 系 統 の 最 上 流
に 連 通 弁 を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 上 記 連 通 弁 を 切 り 換 え る た め の パ イ ロ ッ ト 圧 を 導 く パ イ ロ ッ ト 通 路 を 、 中 立 位
置 に あ る 上 記 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 を 介 し て タ ン ク に 連 通 さ せ る 一 方 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２
走 行 切 換 弁 と 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 回 路 系 統 に 設 け た 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 以 外 の 切 換 弁 の う
ち 少 な く と も い ず れ か 一 つ と を 切 り 換 え た と き 、 パ イ ロ ッ ト 通 路 と タ ン ク と の 連 通 を 遮 断
し て パ イ ロ ッ ト 圧 を 発 生 す る 構 成 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 連 通 弁 は 、 第 ３ ポ ン プ と 中 立 流 路 お よ び パ ラ レ ル 通 路 と を 連 通 さ せ る ノ ー
マ ル 位 置 と 、 第 ３ ポ ン プ を 中 立 流 路 お よ び パ ラ レ ル 通 路 に 連 通 さ せ 、 か つ 第 １ 回 路 系 統 ま
た は 第 ２ 回 路 系 統 に 設 け た 所 定 の 切 換 弁 に 第 ３ ポ ン プ の 吐 出 油 を 合 流 さ せ る 合 流 位 置 と 、
第 ３ ポ ン プ を パ ラ レ ル 通 路 お よ び 第 １ 、 第 ２ 回 路 系 統 の 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 以 外 の 切 換
弁 に 連 通 さ せ る 走 行 直 進 位 置 と に 切 り 換 え 可 能 に し た 点 に 特 徴 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 連 通 弁 を 合 流 位 置 に 切 り 換 え て 第 １ 回 路 系 統 ま た は 第 ２ 回 路 系 統 に
設 け た 所 定 の 切 換 弁 に 第 ３ ポ ン プ の 吐 出 油 を 合 流 さ せ る と き に 、 第 ３ 回 路 系 統 の 切 換 弁 を
切 り 換 え た と し て も 、 上 記 所 定 の 切 換 弁 が 必 要 と す る 流 量 を 供 給 す る こ と が で き る 。 し た
が っ て 、 上 記 所 定 の 切 換 弁 と 接 続 す る ア ク チ ュ エ ー タ は 、 そ の 所 定 の 切 換 弁 の 開 度 に 見 合
っ た 作 動 速 度 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ ポ ン プ Ｐ １ に 接 続 し た 第 １ 回 路 系 統 に は 、 そ の 最 上 流 に 左 走 行
モ ー タ を 接 続 し た 第 １ 走 行 切 換 弁 １ を 設 け る と と も に 、 こ の 第 １ 走 行 切 換 弁 １ の 下 流 に は
、 左 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ を 接 続 し た 切 換 弁 ２ ， ３ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 各 切 換 弁 １ と ２ ， ３ と は 、 第 １ 中 立 流 路 ４ を 介 し て タ ン デ ム に 接 続 さ れ る
と と も に 、 切 換 弁 ２ と ３ と は 、 第 １ パ ラ レ ル 通 路 ５ を 介 し て パ ラ レ ル に 接 続 さ れ て い る 。
し た が っ て 、 上 流 側 の 第 １ 走 行 切 換 弁 １ を 切 り 換 え る と 、 こ の 第 １ 走 行 切 換 弁 １ よ り も 下
流 側 の 切 換 弁 ２ ， ３ に は 第 １ ポ ン プ Ｐ １ の 吐 出 油 が 供 給 さ れ な く な る 。
　 な お 、 各 切 換 弁 １ ～ ３ が す べ て 図 示 の 中 立 位 置 を 保 っ て い る と き に は 、 第 １ 中 立 流 路 ４
が タ ン ク Ｔ に 連 通 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ ポ ン プ Ｐ ２ に 接 続 し た 第 ２ 回 路 系 統 に は 、 そ の 最 上 流 に 右 走 行 モ ー タ を 接 続
し た 第 ２ 走 行 切 換 弁 ６ を 設 け る と と も に 、 こ の 第 ２ 走 行 切 換 弁 ６ の 下 流 に は 、 右 走 行 モ ー
タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ を 接 続 し た 切 換 弁 ７ ， ８ を 設 け て い る 。 そ し て 、 上 記 各 切 換 弁 ６
と ７ ， ８ と は 、 第 ２ 中 立 流 路 ９ を 介 し て タ ン デ ム に 接 続 さ れ る と と も に 、 切 換 弁 ７ と ８ と
は 、 第 ２ パ ラ レ ル 通 路 １ ０ を 介 し て パ ラ レ ル に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 上 流 側 の 第
２ 走 行 切 換 弁 ６ を 切 り 換 え る と 、 こ の 第 ２ 走 行 切 換 弁 ６ よ り も 下 流 側 の 切 換 弁 ７ ， ８ に は
第 ２ ポ ン プ Ｐ ２ の 吐 出 油 が 供 給 さ れ な く な る 。
　 な お 、 各 切 換 弁 ６ ～ ８ が す べ て 図 示 の 中 立 位 置 を 保 っ て い る と き に は 、 第 ２ 中 立 流 路 ９
が タ ン ク 通 路 １ １ を 介 し て タ ン ク Ｔ に 連 通 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 第 ３ ポ ン プ Ｐ ３ に 接 続 し た 第 ３ 回 路 系 統 に は 、 そ の 最 上 流 に 連 通 弁 Ｖ を 設 け る
と と も に 、 そ の 下 流 に 上 記 両 走 行 モ ー タ 以 外 の ア ク チ ュ エ ー タ と 接 続 す る 切 換 弁 １ ２ ～ １
４ を 設 け て い る 。 上 記 切 換 弁 １ ２ ～ １ ４ は 第 ３ 中 立 流 路 １ ５ を 介 し て 接 続 さ れ る と と も に
、 パ ラ レ ル 通 路 １ ６ を 介 し て パ ラ レ ル に も 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 第 ３ 中 立 流 路 １ ５
は 、 流 路 Ｒ を 介 し て 第 ２ 回 路 系 統 の 第 ２ 中 立 流 路 ９ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 上 記 連 通 弁 Ｖ に は 、 第 ３ ポ ン プ Ｐ ３ と 連 通 す る ポ ン プ ポ ー ト １ ７ と 、 第 １ 回 路
系 統 の 第 １ パ ラ レ ル 通 路 ５ と 連 通 す る 第 １ 連 通 ポ ー ト １ ９ と 、 第 ２ 回 路 系 統 の 第 ２ パ ラ レ
ル 通 路 １ ０ と 連 通 す る 第 ２ 連 通 ポ ー ト ２ ０ と を 形 成 し て い る 。 ま た 、 上 記 連 通 弁 Ｖ に は 、
第 ３ 回 路 系 統 の 第 ３ パ ラ レ ル 通 路 １ ６ と 連 通 す る パ ラ レ ル ポ ー ト ２ １ と 、 第 ３ 回 路 系 統 の
第 ３ 中 立 流 路 １ ５ と 連 通 す る 中 立 ポ ー ト ２ ２ と を 形 成 し て い る 。
　 さ ら に 、 上 記 連 通 弁 Ｖ の 一 端 に は 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ２ ３ お よ び 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０
ａ を 設 け る と と も に 、 他 端 に は ス プ リ ン グ ２ ４ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 上 記 連 通 弁 Ｖ に 設 け た 第 ２ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ ａ に は 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 ２ ５ を
連 通 し て い る 。 こ の 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 ２ ５ は 、 第 ２ パ イ ロ ッ ト 通 路 ２ ６ と 第 ３ パ イ ロ ッ
ト 通 路 ２ ７ と に 分 岐 し て い る 。
　 上 記 第 ２ パ イ ロ ッ ト 通 路 ２ ６ は 、 両 走 行 モ ー タ を 制 御 す る 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ， ６
が 図 示 の 中 立 位 置 に あ る と き 、 タ ン ク 通 路 １ １ に 連 通 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 上 記 第 ３ パ イ ロ ッ ト 通 路 ２ ７ は 、 切 換 弁 ２ ， ３ ， ７ ， ８ の す べ て が 中 立 位 置 に あ
る と き の み 、 タ ン ク 通 路 １ １ に 連 通 す る よ う に し て い る 。 し た が っ て 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 走
行 切 換 弁 １ お よ び ６ と 、 切 換 弁 ２ ， ３ ， ７ ， ８ の い ず れ か を 同 時 に 切 り 換 え る と 、 上 記 第
1パ イ ロ ッ ト 通 路 ２ ５ と タ ン ク 通 路 １ １ と の 連 通 が 遮 断 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 連 通 弁 Ｖ を 具 体 的 に 示 し た の が 図 ２ で あ る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 バ ル ブ 本 体 Ｂ に 、 第 ３ ポ ン プ Ｐ ３ と 連 通 す る ポ ン プ ポ ー ト １ ７ を 形
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成 す る と も に 、 こ の ポ ン プ ポ ー ト １ ７ と 連 通 す る 連 通 路 １ ８ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 こ
の 連 通 路 １ ８ を 二 つ に 分 岐 し て 分 岐 路 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と し て い る 。 ま た 、 バ ル ブ 本 体 Ｂ に
は 、 第 １ 回 路 系 統 の 第 １ パ ラ レ ル 通 路 ５ に 連 通 す る 第 １ 連 通 ポ ー ト １ ９ と 、 第 ２ 回 路 系 統
の 第 ２ パ ラ レ ル 通 路 １ ０ に 連 通 す る 第 ２ 連 通 ポ ー ト ２ ０ と を 形 成 し て い る 。 さ ら に 、 上 記
連 通 路 １ ８ の 分 岐 路 １ ８ ｂ に は 、 第 ３ 回 路 系 統 の 第 ３ パ ラ レ ル 通 路 １ ６ と 連 通 す る パ ラ レ
ル ポ ー ト ２ １ と 、 第 ３ 回 路 系 統 の 第 ３ 中 立 流 路 １ ５ と 連 通 す る 中 立 ポ ー ト ２ ２ と を 形 成 し
て い る 。 な お 、 図 中 符 号 ２ ８ は タ ン ク 通 路 １ １ に 連 通 す る タ ン ク ポ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の よ う に し た バ ル ブ 本 体 Ｂ に は 、 ス プ ー ル ２ ９ を 組 み 込 ん で い る が 、 こ の ス プ ー ル
２ ９ の 一 端 側 に は キ ャ ッ プ ３ ０ を 設 け 、 こ の キ ャ ッ プ ３ ０ 内 に ピ ス ト ン ３ １ を 摺 動 自 在 に
組 み 込 ん で い る 。 こ の ピ ス ト ン ３ １ は 、 小 径 部 ３ １ ａ と 大 径 部 ３ １ ｂ と か ら な り 、 小 径 部
３ １ ａ を キ ャ ッ プ ３ ０ に 設 け た 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ２ ３ に 臨 ま せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 上 記 ピ ス ト ン ３ １ の 大 径 部 ３ １ ｂ は 、 通 油 孔 ３ ２ を 設 け る と と も に 、 こ の 通 油
孔 ３ ２ を ス プ ー ル ２ ９ に 形 成 し た パ イ ロ ッ ト ラ イ ン ３ ３ に 連 通 さ せ て い る 。 こ の パ イ ロ ッ
ト ラ イ ン ３ ３ は 、 バ ル ブ 本 体 Ｂ に 形 成 し た 環 状 凹 部 ３ ４ と 常 時 連 通 し て い る が 、 こ の 環 状
凹 部 ３ ４ は 、 前 記 し た 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 ２ ５ と 連 通 し て い る 。 さ ら に 、 上 記 通 油 孔 ３ ２
に は 、 キ ャ ッ プ ３ ０ に 形 成 し た 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ３ ０ ａ と 連 通 さ せ て い る 。
　 一 方 、 上 記 ス プ ー ル ２ ９ の 他 端 に は ス プ リ ン グ ２ ４ を 組 み 付 け る と と も に 、 こ の ス プ ー
ル ２ ９ の 他 端 を ス プ リ ン グ 室 ３ ５ に 臨 ま せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 の よ う に し た 連 通 弁 Ｖ の ス プ ー ル ２ ９ が 、 図 ２ の ノ ー マ ル 位 置 に あ る と き 、 ポ ン プ
ポ ー ト １ ７ は 、 パ ラ レ ル ポ ー ト ２ １ お よ び 中 立 ポ ー ト ２ ２ に 連 通 す る の で 、 ポ ン プ ポ ー ト
１ ７ は 、 中 立 ポ ー ト ２ ２ を 介 し て 第 ３ 中 立 流 路 １ ５ と 連 通 す る 。 こ の 第 ３ 中 立 流 路 １ ５ は
、 第 ３ 回 路 系 統 の 切 換 弁 １ ２ ～ １ ４ が 図 １ の 中 立 位 置 に あ る と き 、 流 路 Ｒ を 介 し て 第 ２ 回
路 系 統 の 第 ２ 中 立 流 路 ９ に 連 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 第 ３ 中 立 流 路 １ ５ は 、 第 ２ 回 路 系 統 の 切 換 弁 ７ ， ８ が 図 示 の 中 立 位 置 に あ
る と 、 流 路 Ｒ お よ び 第 ２ 中 立 流 路 ９ を 介 し て タ ン ク 通 路 １ １ に 連 通 す る 。 し た が っ て 、 第
３ ポ ン プ Ｐ ３ の 吐 出 油 は 、 第 ３ 回 路 系 統 の 切 換 弁 １ ２ ～ １ ４ お よ び 第 ２ 回 路 系 統 の 切 換 弁
７ ， ８ が 中 立 位 置 に あ れ ば 、 上 記 各 切 換 弁 、 流 路 Ｒ 、 第 ２ 中 立 流 路 ９ お よ び タ ン ク 通 路 １
１ を 経 由 し て タ ン ク Ｔ に 戻 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 の 状 態 か ら 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 室 ２ ３ に パ イ ロ ッ ト 圧 が 作 用 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う
に 、 ピ ス ト ン ３ １ が バ ル ブ 本 体 Ｂ に 当 る ま で 移 動 し 、 こ の ピ ス ト ン ３ １ に と も な っ て ス プ
ー ル ２ ９ も 右 方 向 に 移 動 す る 。 こ の 状 態 が 第 １ 切 換 位 置 と な る が 、 図 １ に お い て は 、 連 通
弁 Ｖ が 合 流 位 置 Ｖ １ に 切 り 換 わ っ た 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 ス プ ー ル ２ ９ が 第 １ 切 換 位 置 に 移 動 す る と 、 ポ ン プ ポ ー ト １ ７ と パ ラ レ ル ポ ー ト ２
１ お よ び 中 立 ポ ー ト ２ ２ と の 連 通 が 維 持 さ れ る と と も に 、 新 た に ポ ン プ ポ ー ト １ ７ と 第 １
連 通 ポ ー ト １ ９ と が 連 通 す る 。 し た が っ て 、 第 ３ ポ ン プ Ｐ ３ の 吐 出 油 は 、 パ ラ レ ル ポ ー ト
２ １ お よ び 第 ３ パ ラ レ ル 通 路 １ ６ を 介 し て 第 ３ 回 路 系 統 の 切 換 弁 １ ２ ～ １ ４ に 供 給 さ れ る
だ け で な く 、 第 １ 連 通 ポ ー ト １ ９ お よ び 第 １ パ ラ レ ル 通 路 ５ を 介 し て 、 第 １ 回 路 系 統 の 切
換 弁 ２ ， ３ に も 供 給 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の と き 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 連 通 弁 Ｖ を 第 ３ 回 路 系 統 の 最 上 流 に 設 け て い る の で 、 第
３ ポ ン プ Ｐ ３ の 吐 出 油 は 、 第 ３ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁 １ ２ ～ １ ４ と 接 続 す る 第 ３ パ ラ レ ル 通
路 １ ６ を 通 過 す る こ と な く 、 第 ２ 回 路 系 統 の 切 換 弁 ２ ， ３ に 供 給 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 連 通 弁 Ｖ を 合 流 位 置 Ｖ １ に 切 り 換 え て 第 ３ ポ ン プ ｐ ３ の 吐 出 油 を 切 換 弁 ２
， ３ に 合 流 さ せ る と き に 、 第 ３ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁 １ ２ ～ １ ４ が 切 り 換 わ っ て い た と し て
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も 、 切 換 弁 ２ ， ３ に 供 給 さ れ る 吐 出 油 流 量 の 減 少 が 少 な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 第 １ 回 路 系 統 の 切 換 弁 ２ ， ３ に 供 給 さ れ る 吐 出 油 流 量 の 減 少 が 少 な い の
で 、 上 記 切 換 弁 １ ２ ～ １ ４ と 接 続 す る ア ク チ ュ エ ー タ と 、 切 換 弁 ２ ， ３ に 接 続 す る ア ク チ
ュ エ ー タ と を 同 時 に 作 動 さ せ と し て も 、 切 換 弁 ２ ， ３ に 接 続 す る ア ク チ ュ エ ー タ は 、 切 換
弁 ２ ， ３ の 開 度 に 見 合 っ た 作 動 速 度 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 両 走 行 モ ー タ を 制 御 す る 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ， ６ お よ び 切 換 弁 ２ ， ３ ， ７
， ８ の い ず れ か を 切 り 換 え る と 、 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 ２ ５ と タ ン ク 通 路 １ １ と の 連 通 が 遮
断 さ れ る 。 第 １ パ イ ロ ッ ト 通 路 ２ ５ と タ ン ク 通 路 １ １ と の 連 通 が 遮 断 さ れ る と 、 第 １ パ イ
ロ ッ ト 通 路 ２ ５ と 環 状 凹 部 ３ ４ を 介 し て 連 通 す る パ イ ロ ッ ト ラ イ ン ３ ３ 内 に 圧 力 が 発 生 す
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 の よ う に 、 パ イ ロ ッ ト ラ イ ン ３ ３ 内 の 圧 力 が 発 生 す る と 、 こ の 圧 力 が 、 パ イ ロ ッ ト
ラ イ ン ３ ３ と 通 油 孔 ３ ２ を 介 し て 連 通 す る 圧 力 室 ３ ０ ａ に 導 か れ る 。 そ し て 、 そ の 圧 力 作
用 に よ っ て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ス プ ー ル ２ ９ が さ ら に 右 方 向 に 移 動 す る 。 こ の 状 態 が 第
２ 切 換 位 置 と な る が 、 図 １ に お い て は 、 連 通 弁 Ｖ が 走 行 直 進 位 置 Ｖ ２ に 切 り 換 わ っ た 状 態
で あ る 。
　 上 記 ス プ ー ル ２ ９ が 第 ２ 切 換 位 置 に 移 動 す る と 、 ポ ン プ ポ ー ト １ ７ と パ ラ レ ル ポ ー ト ２
１ お よ び 第 １ 連 通 ポ ー ト １ ９ と の 連 通 が 維 持 さ れ る が 、 ポ ン プ ポ ー ト １ ７ と 中 立 ポ ー ト ２
２ と の 連 通 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 上 記 ポ ン プ ポ ー ト １ ７ は 、 新 た に 第 ２ 連 通 ポ ー ト ２ ０ と 連 通 す る 。 し た が っ て 、 第
３ ポ ン プ Ｐ ３ の 吐 出 油 は 、 第 ３ 回 路 系 統 の 切 換 弁 １ ２ ～ １ ４ お よ び 第 １ 回 路 系 統 の 切 換 弁
２ ， ３ に 供 給 さ れ る だ け で な く 、 さ ら に 、 第 ２ 連 通 ポ ー ト ２ ０ お よ び 第 ２ パ ラ レ ル 通 路 １
０ を 介 し て 第 ２ 回 路 系 統 の 切 換 弁 ７ ， ８ に も 供 給 さ れ る こ と に な る 。
　 そ し て 、 上 記 状 態 で は 、 第 １ 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 １ ， ６ が 切 り 換 わ っ て い る の で 、 第 １ 、
第 ２ ポ ン プ Ｐ １ ， Ｐ ２ と 、 各 切 換 弁 ２ ， ３ ， ７ ， ８ と が 連 通 す る こ と が な い 。 し た が っ て
、 各 切 換 弁 ２ ， ３ ， ７ ， ８ の 負 荷 に よ っ て 、 走 行 モ ー タ の 直 進 性 が 損 な わ れ る こ と が な い
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 の 油 圧 制 御 装 置 Ｖ は 、 図 ５ に 示 す よ う な 外 観 構 造 を し て い る 。
　 す な わ ち 、 図 中 最 上 部 に 第 ３ ポ ン プ Ｐ ３ と 接 続 す る ポ ン プ ポ ー ト １ ７ を 設 け た 連 通 弁 Ｖ
を 設 け る と と も に 、 こ の 連 通 弁 Ｖ か ら 下 方 に 向 か っ て 、 第 ３ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁 １ ２ ， １
３ ， １ ４ を 設 け て い る 。 ま た 、 切 換 弁 １ ４ か ら 下 方 に 向 か っ て 、 第 ２ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁
８ ， ７ ， ６ を 設 け て い る 。 さ ら に 、 第 ２ 走 行 切 換 弁 ６ の 下 方 に は 、 第 １ 、 第 ２ ポ ン プ Ｐ １
， Ｐ ２ を 接 続 す る 第 １ 、 第 ２ ポ ン プ セ ク シ ョ ン Ｓ ２ を 設 け る と と も に 、 こ の 第 １ 、 第 ２ ポ
ン プ セ ク シ ョ ン Ｓ ２ か ら 下 方 に 向 か っ て 、 第 １ 回 路 系 統 の 各 切 換 弁 １ ， ２ ， ３ を 設 け て い
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ３ ポ ン プ Ｐ ３ と 接 続 す る ポ ン プ ポ ー ト １ ７ を 設 け た 連 通 弁 Ｖ
を 第 ３ 回 路 系 統 の 最 上 流 に 設 け た の で 、 従 来 で は 必 要 だ っ た 第 ３ ポ ン プ セ ク シ ョ ン を 省 く
こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 の 油 圧 制 御 装 置 は 、 従 来 よ り も そ の 大 き さ を コ
ン パ ク ト に す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 連 通 弁 の 中 立 位 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 連 通 弁 の 第 １ 切 換 位 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 連 通 弁 の 第 ２ 切 換 位 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 油 圧 制 御 装 置 の 外 観 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 油 圧 制 御 装 置 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 連 通 弁 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 油 圧 制 御 装 置 の 外 観 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｐ １ 　 　 　 　 第 １ ポ ン プ
　 １ 　 　 　 　 　 第 １ 走 行 切 換 弁
　 ２ 　 　 　 　 　 切 換 弁
　 ３ 　 　 　 　 　 切 換 弁
　 Ｔ 　 　 　 　 　 タ ン ク
　 Ｐ ２ 　 　 　 　 第 ２ ポ ン プ
　 ６ 　 　 　 　 　 第 ２ 走 行 切 換 弁
　 ７ 　 　 　 　 　 切 換 弁
　 ８ 　 　 　 　 　 切 換 弁
　 Ｐ ３ 　 　 　 　 第 ３ ポ ン プ
　 １ ２ 　 　 　 　 切 換 弁
　 １ ３ 　 　 　 　 切 換 弁
　 １ ４ 　 　 　 　 切 換 弁
　 １ ５ 　 　 　 　 第 ３ 中 立 流 路
　 １ ６ 　 　 　 　 第 ３ パ ラ レ ル 通 路
　 Ｖ 　 　 　 　 　 連 通 弁
　 Ｖ １ 　 　 　 　 合 流 位 置
　 Ｖ ２ 　 　 　 　 走 行 直 進 位 置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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